
浜谷池 環境学習 計画  

【目的】  
  農業農村整備事業のプロモーションの一環として行う。農業用ため池は適切な管理をも

ってその効果を発揮するが、それには地域住民にため池を認識してもらうこと、また管理

を継続的に行うことへの理解が必要となる。今回の環境学習は、地域の子供達にため池を

知ってもらうことで、将来にわかって円滑にため池の管理を行ってもらうための礎となる

ことを目的とする。 
【環境学習の概要】 

地域の小学生を対象に、農業用ため池の必要性を説明し、ため池の生き物を通じて、た

め池の管理を地域で行うことの大切さについて知ってもらう。また、水辺での子供の事故

を防ぐため、その危険性についても周知する。 
特に下記の３点について、覚えてもらう。 
① 農業用ため池は、農業に欠かせない水を安定して使うために必要なもの。 

治水にも役立っていること。 
② 農業用ため池は、正しい管理を、継続的にしないといけないこと。 
③ 水辺で遊ぶことは危険を伴うので、子供だけでは絶対に近づかないこと。 

 

【環境学習の対象となる池】 
浜谷池（丹波篠山市東浜谷） 

 

【参加学校】 
丹波篠山市立岡野小学校 小学３年生２１人＋担当教諭数名 

 

【主催】 
兵庫県篠山土地改良事務所 

 

【協力機関】 
○東浜谷自治会 竹内氏 
○丹波篠山市役所 １名程度 
○農都ささやま外来生物対策協議会 

 

 



【環境学習の詳細】 
■事前準備 
□ 参加する学生に事前にため池の危険性を啓発するための動画を見てもらう。 

 https://news.yahoo.co.jp/byline/saitohidetoshi/20210510-00237132 

□ 丹波篠山市役所協力のもと、事前に、魚用モンドリを浜谷池に設置し、どのような生

き物が捕れるか確認した。結果、外来生物であるブラックバスや、在来種のツマヒレ

ヨシノボリの存在を確認。（令和 3 年 9 月 1 日） 

■当日（晴れ・曇りの場合） 
□ 学生が池に来る前に魚用モンドリを設置する。 
□ ８：５０ 篠山土地改良事務所 職員は誘導のため小学校へ。課長、他職員は現地に

てパネルの設置、丹波篠山市役所とともに、生き物の水槽の設置、当日捕った生き物

を入れるタライを設置。 
□ 参加学生には動きやすい靴（滑りにくい靴）、長袖長ズボン、帽子、マスクの着用をお

願いする。必要であれば虫除けスプレーの用意をお願いする。また、水筒、事前に配

ったパンフレット、最低限の筆記具、メモできるものの持参をお願いする。 
□ ９：００岡野小学校発、県担当者の誘導のもと、５分程度で浜谷池下流へ到着。堤体

へ上る進入路は急勾配かつ狭いため、浜谷池直下の道路上で下車。堤体横広場までは

徒歩で向かう。 
□ ９：２０篠山土地改良事務所 整備課長の挨拶と担当者の紹介（５分） 

９：２５篠山土地改良事務所より、下記の３点について説明（１５分） 
① 農業用ため池は、農業に欠かせない水を安定して使うために必要なもの。 

治水にも役に立っていること。 
② 農業用ため池は、正しい管理を、継続的にしないといけないこと。 
③ 水辺で遊ぶことは危険を伴うので、子供だけでは絶対に近づかないこと。 

９：４０東浜谷自治会長より、「ため池の水をどのように使っているか」（５分） 
９：４５丹波篠山市役所協力のもと、魚用モンドリを引き上げ（１０分） 

丹波篠山市役所から生き物の説明・観察（１５分） 
１０：０５集合・最後に要点まとめ・挨拶（５分） 
１０：１０浜谷池から降りて乗車・帰着 

 


